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対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

1 多気町
対談項目１ 企業誘
致の強化支援につい
て

多気町には平成7年にシャープが立地して以
来、大きな企業の立地には至っていない。こ
のクリスタル工業団地は、来年の秋の完成を
目指し、町が開発を進めている。工業団地の
開発は地域の活性化、地域振興を目的とする
のは一般の事業者も同じであるが、自治体が
行う場合は、営利を目的としない点で事業者
の開発とは異なっている。県に支援をお願い
したいのは、開発行為の申請を行う際、変更
のたびに手数料がかかる。手数料の取扱いに
ついては柔軟な対応をお願いしたい。また、
開発部門は農地、建設、林地などに渡るが林
地開発の申請はホームページを使った電子化
がなされていない。書類申請の手間が省ける
ので電子化を早急にお願いしたい。開発行為
の事務には結構な手間がかかるので十分な配
慮をお願いしたい。
この地域に企業を誘致できれば、県南部の若
者の雇用の場の確保にもつながる。県の立地
担当課にもいろんな企業の紹介をいただいて
いるが、なかなか立地につながっていないの
で、よろしくお願いする。

県では、今年から県内への投資を促進する制
度を新たに創設した。「マイレージ制度」に
ついては、これまでは一度に一定の金額まで
投資しないと補助の対象にならなかったが、
複数年に分けて投資しても合計で一定の金額
に達したら補助の対象とする制度で、近年、
小規模な投資が増えてきていることから、よ
り投資を促進するため始めたものである。ま
た、「マザー工場化」につながる投資支援と
して、工場の人材の指導や最初の施策や開発
などに対する支援を制度化した。これらの結
果、立地協定を結んだ企業は今年上半期で前
年の４倍になった。この工業団地は企業の要
望する面積や形に柔軟に対応できるため、企
業に対し紹介しやすい。今後、懇談会やセミ
ナーを開催するなど、町とともに誘致に向け
て取り組んでいきたい。
手数料の件、林地開発の電子化、事務の簡素
化については、実務上どういうところがネッ
クになっているのか担当とも話をして、前向
きに進められる部分は進めていきたい。
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2 多気町
対談項目２ 子育て
施策支援について

低年齢児保育推進事
業費補助金について

今年度から次世代育成支援特別保育推進事業
補助金（低年齢児保育推進事業）がなくなっ
たので、復活をお願いしたい。

待機児童は年度途中に増えていく傾向がある
ことから、保育士を増員するための人件費補
助を待機児童の多い市町に重点的に配分でき
るよう事業をリニューアルした。この結果、
待機児童を減らした市町ほど補助金をもらえ
なくなるという矛盾が生じてしまうとの意見
もいただいている。現在、国が子育てに関す
る補助制度の見直しを検討しており、県とし
てもそうした動きを見ながらどのように対応
していくか考えたい。一方で、年度当初の保
育所職員の加配を可能とする仕組みを導入す
るよう国に要望している。また、県では少子
化対策を来年度の重点化施策と位置付けてお
り、しっかり取り組んでまいりたい。

3 多気町
対談項目２ 子育て
施策支援について

放課後児童クラブに
ついて

放課後児童クラブについては町内に５か所小
学校があるが10人未満のクラブが４か所あっ
たため、昨年オープンした児童館に集約さ
せ、約60人の利用をいただいている。

放課後児童クラブの補助制度については、国
は10人以上のクラブを対象としているため、
県では5人から9人の小規模なクラブに対して
補助を行っている。そのため、10人未満のク
ラブに対しても補助されるよう国に要望して
いる。
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4 多気町
対談項目２ 子育て
施策支援について

あすなろ学園での
「発達障がい支援シ
ステムアドバイザー
研修制度」の継続に
ついて

あすなろ学園に支援をいただいている「発達
障がい支援システムアドバイザー研修制度」
の継続をお願いする。

町にも協力いただいている発達障がいシステ
ムアドバイザーの研修制度については、来年
度以降も引き続き行っていく。

5 多気町
対談項目２ 子育て
施策支援について

自然派保育園

町では自然派保育園の創設を考えており、県
で何らかの支援をいただければと思う。

鳥取県の「森の幼稚園」や東京の「どろんこ
幼稚園」など全国的にも自然派保育園は注目
されており、国においても、２７年度以降
に、私立の特色ある保育園に対する支援が検
討されている。県においても必要な役割を果
たしていきたいと考えている。
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